
令和２年度 山口新一郎賞について
今年度の山口新一郎賞については、令和2年7月31日に開催された山口新一郎賞選定

委員会（委員長：山崎泰彦神奈川県立保健福祉大学名誉教授）において下記のとおり
決定されました。なお、授賞のセレモニーについては、おって実施する予定です。

（１）山口新一郎賞 該当なし

（２）山口新一郎賞特別賞 ＊1

論文名 「年長フリーター・無業者の生活と年金納付状況」
（Web Journal 年金研究 No.11 (2019年３月））

著 者 ＊2 丸山 桂（上智大学総合人間科学部社会福祉学科教授）

授 与 賞状及び副賞１５万円

プレスリリース資料

【お問い合わせ】
〒108-0074 東京都港区高輪1丁目3番13号 NBF高輪ビル4階

公益財団法人年金シニアプラン総合研究機構
(担当）総務企画部 長野 宮田
(電話) 03-5793-9411 (E-Mail) soumubu@nensoken.or.jp

令和2年 9月24日

※1．「山口新一郎賞特別賞」：
山口新一郎賞には該当しないが、利用可能なデータに制約のある中で、パネル

デー タ分析の手法を用いて、就職氷河期世代に関して実証的な実態分析と重要な政
策上の 課題を提起をしており、今後における活発な議論と更なる研究の進展を促す
ものであ り、山口賞の名を冠して顕彰されるにふさわしいと特別に高く評価され、
今回、山口 新一郎賞選定委員会において選定されました。

※2．著者の論文発表当時の所属・肩書は、成蹊大学経済学部教授です。

https://www.nensoken.or.jp/wp-content/uploads/NKEN11_01.pdf


 
 

【受賞者のプロフィール】 
 

氏名 ：丸山  桂（まるやま かつら） 
 
役職 ：上智大学総合人間科学部社会福祉学科教授 
 
専攻分野 ： 社会政策、労働経済学 
 
経歴 ：お茶の水女子大学大学院人間文化研究科単位取得退学。博士（社会科学）。社会保障研

究所研究員、国立社会保障・人口問題研究所研究員、恵泉女学園大学専任講師、成蹊
大学准教授・教授を経て、2020 年 4月より現職（上智大学教授） 

 
主な論文：『就業形態の多様化と社会保険の適用状況に関する国際比較』（全労災協会、2008

年）、『最低生活保障の実証分析ー生活保護制度の課題と将来構想』（共著、有斐閣、
2018年）、「女性と年金問題の新たな視点―家族ケアへの配慮と適用拡大問題―」（国
立社会保障・人口問題研究所『社会保障研究』Vol.1 No,2、2016 年） 

 
【受賞論文の要旨】 
 
本研究では、30～54 歳の就業歴、公的年金加入歴を含む個票データを用いて、年長非正規労働者

や求職活動をしていない無業者の生活や公的年金加入に関する状況を分析した。  
本研究で明らかになった点は、以下の３点である。 ①年長非正規労働者や求職活動をしていない

無業者の家計は正社員の家計よりも経済的余裕がなく、相対的貧困率も高い。また、生活全般を親に
依存している者が多い。そして、非正規労働者や無業者、正社員等に比べ、社会から孤立している者
が多く、経済面だけでなく社会面でも厳しい状況にある。②現在、非正規や無業（非求職）である者
は、初職も非正規や無業であることが多く、また職歴も非正規や無職中心であることと関連が高か
った。そして、正社員中心の職歴であった者に比べ、非正規中心の職歴であった非正規労働者は公的
年金の累積未納率が高くなりやすいことが明かになった。③初職前年の有効求人倍率が、その後の
キャリアや生活水準、年金の納付行動に及ぼす影響を分析した。その結果、男性の場合、前年の景気
状況が初職やその後のキャリア形成に影響を及ぼすことが分かった。初職が非正規や無業であった
場合、男性のほうが初職の影響が長期化し、等価世帯収入の低下、公的年金の累積未納率の上昇とい
う負のプロセスを確認できた。女性の場合、男性とは異なり、これらの相関は認められなかった。女
性については結婚による生活の安定や公的年金の第３号被保険者制度によるものと考えられる。  
すでに就職氷河期世代は中年世代にさしかかっており、非正規労働者や無業者に自助努力だけで

老後の準備をすることは限界がある。社会保険の適用拡大のさらなる拡充や就職支援に向けた政策
などの対応が急がれる。                                     

（別 紙） 
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